
一

専
攻
学
科
目　

生
理
学
・
神
経
科
学

生　

年　

月　

昭
和
三
二
年　

一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
六
年　

三
月 
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同　

六
〇
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

六
〇
年　

三
月 

医
学
博
士

同　

六
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
大
学
院
研
究
生

同　

六
三
年　

六
月 

ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
フ
ン
ボ
ル
ト
フ
ェ
ロ
ー

平
成　

二
年　

六
月 

東
京
大
学
医
学
部
助
手

同　
　

五
年
一
一
月 

東
京
大
学
医
学
部
助
教
授

同　

一
一
年
一
二
月 

自
然
科
学
研
究
機
構
生
理
学
研
究
所
教
授
（
平
成
一
七
年
一
〇
月
ま
で
）

同　

一
二
年　

一
月 

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
（
平
成
一
七
年
一
〇
月
ま
で
）

同　

一
七
年
一
一
月 

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
（
令
和
四
年
三
月
ま
で
）

同　

二
九
年
一
〇
月 

東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
ニ
ュ
ー
ロ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
国
際
研
究
機
構
（W

PI-IR
C

N

）
主
任
研
究
員

令
和　

四
年　

四
月 

東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
ニ
ュ
ー
ロ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
国
際
研
究
機
構
（W

PI-IR
C

N

）
特
任
教
授

（
現
在
に
至
る
）

第
一
一
二
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

河か　

西さ
い　

春は
る　

郎お
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医
学
博
士
河
西
春
郎
氏
の
「
大
脳
シ
ナ
プ
ス
の

形
態
可
塑
性
法
則
の
発
見
」
に
対
す
る
授
賞 

審
査
要
旨

脳
で
は
一
〇
〇
〇
億
の
神
経
細
胞
が
軸
索
や
樹
状
突
起
を
伸
ば
し
て
回
路
を

作
り
、
そ
の
接
合
部
で
あ
る
シ
ナ
プ
ス
の
変
化
が
学
習
・
記
憶
の
主
要
機
構
の

一
つ
で
あ
る
。
大
脳
に
お
い
て
は
、
興
奮
性
シ
ナ
プ
ス
の
九
〇
％
が
、
樹
状
突

起
上
の
棘
突
起
（
ス
パ
イ
ン
）
に
形
成
さ
れ
る
。
河
西
春
郎
氏
は
、
二
〇
〇
一

年
に
二
光
子
励
起
顕
微
鏡
法
（
近
赤
外
の
超
短
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
て
対

物
レ
ン
ズ
の
焦
点
で
だ
け
分
子
を
励
起
す
る
顕
微
鏡
法
）
を
適
用
可
能
な
ケ
イ

ジ
ド
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
（
光
で
励
起
さ
れ
る
と
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
放
出
す
る
化
合

物
）
を
開
発
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
て
、
興
奮
性
シ
ナ
プ
ス
が
形
成

さ
れ
る
単
一
樹
状
突
起
ス
パ
イ
ン
（
シ
ナ
プ
ス
後
部
）
を
可
視
化
し
な
が
ら
そ

の
機
能
を
測
定
し
、
頭
部
の
大
き
さ
と
機
能
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
感
受
性
）
が
強

相
関
す
る
こ
と
、
反
復
的
な
刺
激
を
す
る
と
ス
パ
イ
ン
頭
部
が
速
く
持
続
的
に

増
大
し
そ
の
際
に
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
感
受
性
も
増
強
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
更

に
、
ス
パ
イ
ン
形
態
に
つ
い
て
ド
ー
パ
ミ
ン
作
用
、
遅
い
揺
ら
ぎ
や
、
力
学
効

果
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
形
態
可
塑
性
法
則
は
、
短
期
か
ら
長
期
に
わ

た
る
記
憶
や
忘
却
現
象
の
生
物
学
的
基
盤
を
与
え
、
ま
た
、
精
神
疾
患
に
お
け

る
ス
パ
イ
ン
形
態
の
異
常
に
説
明
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
二
光
子
励
起
ケ
イ
ジ
ド
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
法
に
よ
る
シ
ナ
プ
ス
研
究

二
光
子
励
起
顕
微
鏡
法
は
近
赤
外
光
を
用
い
る
の
で
高
い
深
部
到
達
性
が
あ

り
組
織
侵
襲
が
少
な
く
、
組
織
内
の
構
造
を
観
察
す
る
現
在
最
善
の
方
法
で
あ

る
。
河
西
氏
は
、
ケ
イ
ジ
ド
試
薬
を
二
光
子
励
起
法
で
ア
ン
ケ
イ
ジ
ン
グ
で
き

る
ケ
イ
ジ
ド
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
（M

N
I-glutam

ate

）
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
樹
状
突
起
表
面
の
機
能
的
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体
の
マ
ッ
プ
を
作
る

と
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
感
受
性
は
ス
パ
イ
ン
内
の
一
点
に
集
積
し
、
そ
の
感
受
性

と
ス
パ
イ
ン
頭
部
の
大
き
さ
が
強
相
関
し
た
。
ま
た
、
反
復
的
な
二
光
子
ア
ン

ケ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
り
ス
パ
イ
ン
頭
部
が
速
く
持
続
的
に
大
き
く
な
り
、
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
感
受
性
が
増
大
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
増
大
運
動
は
隣
の
ス
パ

イ
ン
に
は
広
が
ら
ず
、
シ
ナ
プ
ス
の
機
能
や
形
態
が
ス
パ
イ
ン
ご
と
に
独
立
で

可
変
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
示
さ
れ
た
。

こ
の
ス
パ
イ
ン
増
大
は
細
胞
内C

a
2+

濃
度
上
昇
に
よ
り
細
胞
骨
格
で
あ
る

ア
ク
チ
ン
繊
維
が
重
合
す
る
こ
と
に
よ
り
起
き
、
長
期
相
は
蛋
白
質
合
成
や
脳

由
来
神
経
栄
養
因
子
（B

D
N

F

）
で
増
強
し
た
。
河
西
氏
は
、
こ
の
蛋
白
質
合

成
依
存
性
を
利
用
し
て
、
大
脳
運
動
野
で
増
大
し
た
ス
パ
イ
ン
を
分
子
的
に
標

識
し
て
、
増
大
ス
パ
イ
ン
を
光
で
消
去
す
る
技
術
を
開
発
し
、
運
動
学
習
後
に
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増
大
ス
パ
イ
ン
を
消
去
す
る
こ
と
で
学
習
効
果
が
無
く
な
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

２
．
ド
ー
パ
ミ
ン
作
用
と
陽
性
症
状

統
合
失
調
症
の
陽
性
症
状
（
妄
想
、
幻
覚
な
ど
）
は
、
通
常
は
反
応
す
べ
き

で
な
い
条
件
刺
激
（
異
常
サ
リ
エ
ン
ス
）
に
対
し
て
条
件
反
応
が
起
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（
サ
リ
エ
ン
ス
帰
属
障
害
）。
し
か
し
、
異
常
サ
リ
エ
ン
ス
が

何
故
獲
得
さ
れ
る
か
、
何
故
そ
れ
が
抗
精
神
薬
（
ド
ー
パ
ミ
ンD
2

阻
害
剤
）

で
治
癒
さ
れ
る
か
不
明
で
あ
っ
た
。
大
脳
基
底
核
（
側
坐
核
）
は
強
い
ド
ー
パ

ミ
ン
入
力
を
受
け
、
主
細
胞
は
顕
著
な
ス
パ
イ
ン
を
持
ち
、
条
件
学
習
の
中
枢

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
河
西
氏
は
、
ド
ー
パ
ミ
ン
一
型
（D

1, G
s

共
役
）
受
容

体
を
発
現
す
る
細
胞
で
は
、
条
件
刺
激
後
二
秒
以
内
（
条
件
付
け
の
時
間
枠
）

に
ド
ー
パ
ミ
ン
濃
度
の
上
昇
（
報
酬
信
号
）
が
あ
っ
た
時
だ
け
ス
パ
イ
ン
増
大

を
起
こ
し
、
こ
の
際
、
条
件
刺
激
と
正
確
に
同
じ
で
な
い
刺
激
に
対
し
て
も
報

酬
学
習
が
起
き
る
こ
と
を
見
出
し
た
（
汎
化
学
習
）。
一
方
、
ド
ー
パ
ミ
ン
二

型
（D

2, G
i, o

共
役
）
受
容
体
を
持
つ
細
胞
で
は
、
あ
る
刺
激
に
対
し
て
ド
ー

パ
ミ
ン
濃
度
の
減
少
（
罰
刺
激
）
が
あ
っ
た
時
だ
け
ス
パ
イ
ン
増
大
が
起
き
、

こ
れ
に
よ
り
そ
の
刺
激
に
対
す
る
条
件
反
射
が
消
失
し
て
、
弁
別
学
習
が
起
き

る
こ
と
を
見
出
し
た
。
正
常
で
は
こ
のD

1/D
2

機
構
の
協
調
に
よ
り
適
切
な
条

件
刺
激
が
選
択
さ
れ
る
が
、D

2

機
構
が
障
害
さ
れ
る
と
、
弁
別
学
習
が
侵
さ

れ
汎
化
学
習
が
過
剰
に
起
き
、
こ
れ
が
異
常
サ
リ
エ
ン
ス
の
原
因
と
な
る
と
説

明
さ
れ
た
。
実
際
、
陽
性
症
状
を
呈
し
た
ネ
ズ
ミ
で
は
弁
別
学
習
が
障
害
さ
れ
、

抗
精
神
薬
（D

2

阻
害
剤
）
は
こ
れ
を
治
癒
し
た
。
こ
の
様
に
、cA

M
P/PK

A

に
よ
る
ス
パ
イ
ン
増
大
の
修
飾
の
障
害
が
陽
性
症
状
の
分
子
細
胞
基
盤
で
あ
る

と
す
る
仮
説
を
提
案
し
た
。

３
．
ス
パ
イ
ン
の
揺
ら
ぎ
や
ス
パ
イ
ン
形
態
の
統
計
的
性
質
と
記
憶
や
精
神
疾
患

我
々
が
毎
日
獲
得
す
る
莫
大
な
記
憶
は
日
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
そ
の
殆
ど
は
使
わ
れ
ず
数
日
で
忘
却
し
、
再
学
習
の
あ
っ
た
も
の
だ
け

が
よ
り
長
期
的
な
持
続
を
示
す
様
に
な
る
。
河
西
氏
は
、
ス
パ
イ
ン
形
態
に
は

自
発
的
な
日
々
の
変
動
が
あ
り
、
ス
パ
イ
ン
の
生
成
消
滅
も
多
く
が
自
発
的
で

あ
る
こ
と
を
定
量
測
定
し
て
、
確
率
微
分
方
程
式
で
そ
の
挙
動
を
記
述
し
、
ス

パ
イ
ン
増
大
の
獲
得
だ
け
で
な
く
持
続
・
喪
失
ま
で
統
一
的
に
理
解
す
る
枠
組

み
を
作
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
し
い
記
憶
は
小
さ
い
ス
パ
イ
ン
に
書
き
込
ま
れ
る

と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
ス
パ
イ
ン
は
再
学
習
で
大
き
く
な
り
安
定
化
す
る
が
、

再
学
習
が
な
い
と
消
滅
し
易
い
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
我
々
の
記
憶
の
特
徴
を
よ

く
説
明
し
、
ま
た
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
で
小
さ
い
ス
パ
イ
ン
が
増
加
し

作
業
記
憶
が
増
大
す
る
こ
と
が
あ
り
、
統
合
失
調
症
で
は
小
さ
い
ス
パ
イ
ン
の

減
少
が
あ
り
作
業
記
憶
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
と
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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４
．
ス
パ
イ
ン
増
大
の
シ
ナ
プ
ス
前
部
力
学
効
果

ス
パ
イ
ン
増
大
は
一
〇
分
以
内
の
速
い
相
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
の
相
で
は

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容
体
の
増
加
は
長
期
相
（
遅
れ
て
発
現
す
る
）
に
比
し
て
弱

い
。
河
西
氏
は
、
ガ
ラ
ス
ピ
ペ
ッ
ト
で
シ
ナ
プ
ス
終
末
を
押
す
と
、
開
口
放
出

を
起
こ
すSN

A
R

E
分
子
の
会
合
が
す
ぐ
に
促
進
し
、
誘
発
性
開
口
放
出
は
増

強
し
、
圧
を
取
っ
て
も
効
果
は
二
〇－

三
〇
分
持
続
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

ス
パ
イ
ン
増
大
に
よ
っ
て
も
同
様
な
効
果
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
か
ら
ス
パ

イ
ン
増
大
の
力
は
約10 nN

（=0.5kg/cm
2≒

平
滑
筋
収
縮
力
）
と
求
ま
っ
た
。

こ
の
圧
応
答
機
構
は
速
い
ス
パ
イ
ン
増
大
の
機
能
的
読
み
出
し
に
使
わ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
様
に
、
河
西
氏
は
大
脳
の
ス
パ
イ
ン
シ
ナ
プ
ス
が
化
学
伝
達
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
ア
ク
チ
ン
細
胞
骨
格
に
よ
り
運
動
す
る
構
造
で
、
そ
の
運
動
に

よ
り
自
ら
の
機
能
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
力
で
シ
ナ
プ
ス
前
細
胞
に
作

用
す
る
な
ど
、
シ
ナ
プ
ス
の
新
し
い
動
的
な
描
像
を
見
出
し
た
。
こ
の
様
に
斬

新
な
研
究
で
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
世
界
の
シ
ナ
プ
ス
研
究
を
牽
引
し
、
そ
の
様

相
を
大
き
く
変
え
た
。
そ
の
学
術
的
功
績
は
、
誠
に
顕
著
で
あ
る
。
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